
【機密性２】

作成日_作成担当課_用途_保存期間発出元 → 発出先

データを活用した監督・検査の試行について（参考事例）

地盤改良工（スラリー攪拌工）の取組事例

■施工BIM/CIMモデルにICT施工中に得られる履歴データの属性を付与することで、従来提出していた
出来形管理図表等の提出を省略。作成したBIM/CIMモデルは維持管理にも活用。

Ｂｅｆｏｒe Ａｆｔeｒ

施工中に作成したBIMCIMモデル

ICT建設機械により施工しながら計測されるICT
建設機械の作業装置の３次元座標、取得時刻、
その時の建設機械の状態等（施工履歴データ）
の記録を資料として提出し、出来形管理を実施

■提出書類
【全体改良範囲図】

【杭芯位置管理表】

【施工管理データグラフ】

施工履歴データで取得した建設機械の状態に
ついて施工中に作成したBIM/CIMモデルに付与
することで、従来の出来形管理図表の提出の代
替とすることで、維持管理にも活用できる

■提出書類
【施工履歴データの属性を付与したBIM/CIMモデル】

クリックすると属性
情報の閲覧が可能

ICT地盤改良工事においては、施

工中に電流値やスラリー量といった
品質管理項目のデータも採取され
るため、出来形管理と同様に杭１本
毎にモデルに紐付けを行うことで維
持管理にも適用可能。



【機密性２】

作成日_作成担当課_用途_保存期間発出元 → 発出先

データを活用した監督・検査の試行について（参考事例）

BIM/CIMによる出来形管理の簡略化

■施工段階で作成した３次元モデルを、AR技術等を用いて現地に投影し、その場で出来形計測を実施

■従来実施していた出来形管理図表（ヒートマップ）の作成及びその後の実地検査における計測を省略
し、監督検査の効率化を図る

Ｂｅｆｏｒe Ａｆｔeｒ

３次元計測技術を使用して完成した目的物の
点群データを取得し、３次元データと点群データ
を重ね併せ出来形を評価し、評価後のデータを
出来形管理図表（ヒートマップ）を作成し提出

■出来形管理
【出来形管理図表（ヒートマップ）】

AR技術等を活用し直接現地で出来形を確認す
ることで、施工管理や監督・検査を効率化。
従来作成していた出来形管理図表の作成を省略

■出来形管理
【３次元計測データを付与したBIM/CIMモデル】

AR技術等の活用



【機密性２】

作成日_作成担当課_用途_保存期間発出元 → 発出先

データを活用した監督・検査の試行について（参考事例）

法面工の法枠配置図作成に３Dデータを活用

■法枠工の施工においては、２Ｄによる法枠配置図を作成してきたが、３Ｄデータを活用することで、法
枠の出来形計測時間及び作成時間の効率化、安全性の向上を図る

Ｂｅｆｏｒe Ａｆｔeｒ

親綱を設置し安全帯を使用して２名で計測。
計測結果を元に法枠展開図を２Ｄ-ＣＡＤで手作
業により作成し、展開図とヘロンの公式で施工面
積を算出。

■法面配置図作成

３次元計測技術（ＴＬＳやＵＡＶ）を活用して点群
データを取得し、３Ｄ-ＣＡＤや点群処理ソフトを用い
て点群から法枠の寸法や面積を自動算出

■法面配置図作成

①親綱を設置し安全帯を使用して2名で計測

②法枠展開図の作成

③ヘロンの公式で
施工面積を算出

①３次元計測技術を使用
して点群を計測

②法枠展開図の作成
（法枠の寸法や面積を自動計算）

令和６年３月 ３次元計測技術を用いた出来形管
理要領（案）に反映


